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はじめに

このたびは Leica RTC 本体をお買い上げいただき、ありがとうございます。

この取扱説明書では、安全管理の重要な点および機器の設置と操作方法について説明
しています。詳細については、1 使用上のご注意を参照してください。

機器の電源を入れる前に、このマニュアルをよくお読みになり、機器の有効な利用にお
役立てください。

付属の充電器を使用する際の安全を確保するために、充電器のユーザーマニュアルに
記載されている指示と手順を守ってください。

今後のために保管しておいてください。

本書の内容は予告なく変更されることがあります。製品は最新のマニュアルを基に使用
されていることを確認してください。

最新版は、次のアドレスからダウンロードできます。

https://myworld-portal.leica-geosystems.com/ > myDownloads

本製品のモデルナンバーとシリアルナンバーは、ラベルに記載されています。

販売代理店または Leica Geosystems 認定サービスセンターへお問い合わせの際には、
必ずこれらの情報をお知らせください。

このユーザーマニュアルは、以下モデル TLS1 のバリエーションに適用されます：

• RTC300
• RTC500
• RTC700

• USB-C®は USB Implementers Forum の登録商標です

• LEMO®は LemoSA の登録商標です

それ以外の商標はすべて、商標を保有する各社に帰属します。

このマニュアルの最終ページに、Leica Geosystems 本社の住所があります。各地域の連
絡先一覧については、
http://leica-geosystems.com/contact-us/sales_support にアクセスしてください。

名称 説明／形式

Leica
RTC300/
RTC500/
RTC700 クイッ
ク ガイド

器械の概要と技術データ、使用上の注意も記載されて
います。 簡易参照ガイドとして作成されています。

ü ü

Leica
RTC300/
RTC500/
RTC700 ユー
ザー マニュア
ル

器械の基本的な取扱方法は、本ユーザーマニュアルに
すべて記載されています。 器械の概要と技術データ、
使用上の注意も記載されています。

— ü

購入

☞

☞

製品識別

商標

Leica Geosystems アドレス
帳

入手可能なマニュアル類
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すべての RTC ドキュメント、ソフトウェア、ツールについては、以下を参照してください：
• Link to all RTC300/RTC500/RTC700 downloads
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1 使用上のご注意

1.1 使用にあたって

以下の注意事項は、製品の取扱責任者、および実際に器械を使用する担当者が、使用
中の危険を予測・回避できるようにするものです。

製品の取扱責任者は、すべてのユーザーが注意事項を理解し、それを遵守するよう確
認してください。

警告は機器を安全にご使用いただくために重要な要素です。何か障害が生じる場合や
生じる可能性があることを表します。

警告メッセージ...

• 機器使用にあたり、直接間接に障害が起こりえる際にユーザーへ知らせます。
• 一般的な諸注意について説明します。

ユーザーの安全のため、すべての安全のためのメッセージにはしっかり理解し、忠実にし
たがっていただきます。したがって、ここに記載されている業務を行う使用者が、マニュア
ルを利用できるようにしなければなりません。

危険、警告、注意、予告,注意は危険レベルと個人の怪我と物的損害に関連したリスクを
特定するための標準化された合図語です。安全のために以下のテーブルをお読みいた
だき、異なる記号の説明や意味とともにご理解いただくことが重要です！シンボルマーク
を各説明にも付与してあります。

種類 説明

危険
この記載が遵守されない場合、すぐにも人身事故
(死亡または重傷)につながる事項を示します。

警告
この記載が遵守されない場合、人身事故(死亡ま
たは重傷)につながる可能性が高い事項を示しま
す。

注意
この記載が遵守されない場合、中程度の人身傷害
を生じる可能性が高い事項を示します。

予告,注意 この記載が遵守されない場合、かなりの物質的・
経済的損失、環境上の損害を生じる可能性が高い
事項を示します。

☞ 器械を技術的に正しく、有効に使用するために、操
作上守らなければいけない重要な項目を示しま
す。

作業者向けマニュアル。
作業者に、ユーザーマニュアルおよび安全指示を読むよう
指示してください。

IP51 IEC60529 規格に基づく IP（Ingress Protection）等級
防塵・防滴構造

IP54 IEC60529 規格に基づく IP（Ingress Protection）等級
防塵・防滴

IP55 IEC60529 規格に基づく IP（Ingress Protection）等級
防塵・耐水噴流構造

製品を開封したり、改造したり、これに手を加えたりしないで
ください。

温度の上限。

説明

警告メッセージについて

追加記号
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一般的な警告。

可燃性物質に対する警告。

爆発物に対する警告。

自動可動部品に関する警告。

レーザー警告クラス 1。

1.2 想定される作業

• 水平角、鉛直角の測定

• 距離の測定

• 対象物のスキャニング

• 画像のキャプチャーと記録

• 測定値の記録

• ソフトウェアを使った算出

• 製品のリモートコントロール

• 外部装置とのデータ通信

• 適切な指示なしでの器械の使用

• 使用で き る用途の範囲を超え る使用

• 安全システムの機能解除

• 危険注意表示の取り外し

• 特定の用途のために許可されている場合を除いて、ドライバーなどの工具を用いて
製品を分解すること

• 製品の改造・変更

• 誤った方法による使用

• 明らかな損傷または欠陥のある製品の使用

• 事前に Leica Geosystems から明確な認証を受けていない、他メーカーアクセサリ
の使用

• 測量場所での安全対策の不備

• 故意に第三者に向けて赤色レーザーを照射すること

1.3 使用の範囲

恒久的に人間が居住可能な環境下での使用に適しています。製品の不具合を及ぼしや
すい環境や爆発性のある環境での使用には適していません。

警告

危険な場所や電気設備に近い場所もしくはこれに類する状況における作業

生命の危険。

予防措置:

▶ そうした状況での作業を行う場合は、製品の取扱責任者が、現地の安全関連当局
や専門企業に事前に問い合わせてください。

機器の使用用途

予見可能な誤使用

環境
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下記は AC/DC パワーサプライとバッテリー充電器のみに有効です。

乾燥した環境での使用にのみ適しており、劣悪な環境での使用には適していません。

1.4 責任

Leica Geosystems AG（CH-9435 Heerbrugg、以下、Leica Geosystems と表記）は、安全
な条件での製品、ユーザーマニュアル、およびオリジナルのアクセサリーの供給に責任
を負います。

製品の取扱責任者には、次のような責務を負います：
• 製品および本ユーザーマニュアルに記載された安全指示を理解すること
• 製品が指示に従って使用されていることを保証すること
• 安全規定と事故防止に関して、使用地域での規制に精通していること
• 器械とその使用状態について安全が確保できないと判断した場合は、直ちにシステ

ムの使用を中止して、 Leica Geosystems に連絡すること
• 本製品の操作に関する国内法令、規制、条件を遵守すること
• 無線モデムを、許可されていない周波数や出力で使用しないこと 内蔵および外部

無線モデムは地域や国によって異なる周波数帯および出力範囲での運用を前提に
設計されています。それぞれの地域、国の違いにより制限が異なることがあるので
充分に確認した上で使用してください。

1.5 使用上の危険

警告

注意の散漫または欠落

移動を伴う作業では、周囲の環境（障害物、掘削された穴、通行する車輌など）に対する
注意を怠ると、事故が発生する恐れがあります。

予防措置:

▶ 本製品の取扱責任者は、起こりうる危険に十分注意を払うよう、作業者に指示してく
ださい。

警告

作業現場の固定の不備

路上、建築現場、あるいは工場など危険な場所で作業すると、危険な状況が生じる場合
があります。

予防措置:

▶ 常に作業現場の安全を確保してください。

▶ 事故予防規定や、交通規則を遵守してください。

警告

操作中の製品の一部の移動

衣服や髪が絡む危険性。

予防措置:

▶ 本体から適正な距離を取ってください。

操作中に機器が予期せず動いた場合は、ユーザーインターフェイス（ディスプレイ、キー）
から機器を停止するか、バッテリーや主電源を取り外して、それ以上動かないようにして
ください。

☞

環境

製品の製造者

本製品の取扱責任者

☞
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警告

横向き・上下反転での設置について

本製品を傾けて、または天井などに逆さまに取り付けた場合、ロッキングレバーが意図
せず解除され、機器が落下し重大な傷害を引き起こすおそれがあります。

予防措置:

▶ 横向きまたは上下反転の取り付けには、必ず GAD132 アダプターをご使用くださ
い。

▶ ロッキングスクリューを反時計回りに回し、ロッキングレバーが確実に固定されてい
ることを確認してください ロックレバーが動かなければ、機器は固定されています。

警告

バッテリーを高い機械的ストレス、高温度、または液体への浸漬にさらすと、

電池の液漏れ、発火、爆発の原因となることがあります。

予防措置:

▶ バッテリーを機械的な衝撃と高い外気温から保護してください。

▶ 第 5 テクニカルデータ 章記載、製品の IP クラス制限を考慮ください。

▶ 製品を液体に落としたり、浸したりしないでください。

警告

バッテリー端子の短絡

火災、感電、および損傷の危険。

予防措置:

▶ バッテリーハウジングは開けないでください。

▶ バッテリー端子には、金属や濡れたものを近づけないでください。

警告

バッテリー端子の短絡

バッテリーをポケットに入れたままにしたり、持ち運んだりするとき、貴金属、鍵、金属片、
あるいはその他の金属に触れると、バッテリー端子がショートして加熱し、人身事故ある
いは火災の原因となります。

予防措置:

▶ バッテリー端子が金属/導電性の物体に接触しないように注意してください。

警告

バッテリーへの不適切な機械的影響

バッテリーの運搬、出荷、廃棄の際に、不適切な扱いが発生した影響により火災が発生
する恐れがあります。

予防措置:

▶ 製品を運搬または廃棄する場合は、事前にバッテリーを放電してください。

▶ バッテリーを輸送、または移送する場合、器械の担当者は、適用される国内法規や
国際法規が遵守されていることを確認してください。

▶ 輸送または出荷にあたっては、お近くの貨客輸送会社にご相談ください。
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警告

バッテリーハウジングの損傷

火災の危険があります。バッテリーから漏れた電解液に皮膚や目が直接触れた場合は、
きれいな水で十分に洗い流してください。すぐに医師に相談してください。

予防措置:

▶ バッテリーの使用を中止してください。

▶ 動作中の充電をオフにします。

▶ 損傷したバッテリーから電解液が漏れた場合は、皮膚に接触したり、ガスを直接吸
引したりしないでください。

警告

運転中の車両内での充電器の使用について

走行中の車両内での充電は、事故や負傷の原因となる恐れがあります。

予防措置:

▶ 可能な限り走行中の車両内での充電は避けてください。

▶ 走行中の車両内で充電を行う場合： 急加速・急減速・急旋回でも充電器が動かない
よう確実に固定してください。

警告

オーバーヒートの危険

換気孔がふさがっている状況とオーバーヒートや怪我を引き起こす可能性があります。

予防措置:

▶ 製品を使用している最中に換気孔がふさがった状態でないかを確認してください。

警告

本製品を不当に廃棄処分すると、次のような事態が起こる危険があります：
• ポリマー部分が燃焼すると有毒ガスが発生し、健康に悪影響を与える場合がありま

す。
• バッテリーが破損したり強く熱せられると、爆発、毒物の発生、火事、腐食、あるいは

環境汚染の原因になります。
• 製品を無責任に廃棄処分にすると、使用資格のない人が規定を守らずに使用し、彼

ら自身あるいは第三者が重傷を負う危険にさらされたり、環境を汚染することになり
ます。

• 本製品には内部にベリリウム部品が含まれています。 内部部品を改造すると粉塵
が発生し、健康障害を引き起こす恐れがあります。

予防措置:

▶ 本製品を絶対に家庭ごみとして廃棄してはいけません。
本製品を家庭廃棄物と一緒に廃棄しないでください。
本製品の処分は、それぞれの国の規定に従って適切に行ってく
ださい。

本製品特有の扱い方および廃棄管理に関する情報は Leica Geosystems から入手
できます。

☞ カリフォルニアにのみ適用されます。本製品には過塩素酸塩を含む CR リチウ
ム電池が含まれています。特別な取り扱いが必要な場合があります。
詳細については、Department of Toxic Substances Control - Perchlorate を
参照してください。
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警告

不適切に修理された機器

修理に関する知識の不足によるユーザーの負傷や装置破損の危険性。

予防措置:

▶ Leica Geosystems に許可されたサービスセンターのみが、製品の修理をおこなうこ
とができます。

警告

落雷

製品を支柱や標尺、ポールなどのアクセサリと共に使用する場合は、落雷に遭う危険性
が高まります。

予防措置:

▶ 雷雨のときは製品を使用しないでください。

AC/DC 電源および充電器の場合：

警告

許可なく製品を開ける

以下のいずれかの行為により、感電する恐れがあります。
• 通電中の構成品に触れた場合
• 不適切な修理を行った後に製品を使用した場合。

予防措置:

▶ 製品は開けないでください！

▶ Leica Geosystems に許可されたサービスセンターのみが、製品の修理をおこなうこ
とができます。

AC/DC 電源および充電器の場合：

警告

湿った環境や過酷な環境での使用による感電

ユニットが濡れた場合、感電する恐れがあります。

予防措置:

▶ 製品が湿気を帯びた場合は、絶対に使用しないでください。

▶ 屋内や車の中など、必ず乾いた環境で製品を使用してください。

 

▶ 湿気から製品を保護してください。

AC/DC 電源の場合:

警告

アース接続の欠如による感電

本体にアース接続しないと死傷事故に繋がる恐れがあります。

予防措置:

▶ 電源ケーブルと電源コンセントは、必ずアースを使用してください！
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以下の警告は、高耐荷重 三脚にのみ適用されます：

警告

設置または撤去作業時に三脚の脚部固定ネジを不注意に緩めること

設置または撤去作業時、脚部固定ネジを緩めると、重力によって測量用三脚の上部が
予期せず下方へ滑り落ちる可能性があります。
その結果、指が脚部上部と下部の間に挟まれ、圧迫・挫傷する恐れがあります。

予防措置:

▶ 指と当該箇所との間には、常に安全な距離を保って作業してください。

警告

三脚の不適切な調整およびメンテナンス

不適切な調整やメンテナンスは、設置、使用、または撤去時に機械的な安定性が不足す
る原因となる恐れがあります。
その結果、三脚が転倒または崩壊して、人に接触・衝突する危険があります。 また、三
脚のヘッドと脚部ヒンジ部分に指が挟まれたり、押し潰されたりする恐れがあります。

予防措置:

▶ 三脚を使用する前には、必ず本ユーザーマニュアルに記載されている三脚の点検
および調整手順を実施してください。

警告

固定されていない三脚を車両で輸送する際の危険

急ブレーキや事故が発生した場合、三脚が車内を飛び回る恐れがあります。 その運動
エネルギーや先端の突起部により、使用者や第三者に重傷を負わせる可能性がありま
す。

予防措置:

▶ 輸送時は、必ず三脚を常に適切に固定してください。

注意

現場での運搬中に三脚脚部が適切に固定されていない場合の危険

現場での運搬中、三脚の脚が予期せず展開し、使用者に当たったり、使用者が滑った
り、つまずいたり、転倒したりする恐れがあります。

予防措置:

▶ 輸送時は必ず、内蔵のロック機構または固定ストラップを使用して三脚脚部を確実
に固定してください。

注意

器械の損傷

電源が入っているときに機器を清掃すると、機器やバッテリーが損傷する可能性があり
ます。

予防措置:

▶ 清掃前には機器の電源を切り、バッテリーを取外してください。
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注意

適切に保護されていないアクセサリー

製品と共に使用するアクセサリーが、しっかりと固定されていない場合、または製品が機
械的な衝撃(吹き飛ばされる、落下するなど)を受ける危険がある場合は、製品が破損し
たり、人身事故が起きる恐れがあります。

予防措置:

▶ 製品をセットアップする場合は、アクセサリの取り付け、保護、適切な位置でのロック
が正しく行われていることを確認してください。

▶ 製品が、機械的な衝撃を受けないように注意してください。

注意

製品の落下

製品を落とすと、負傷や機械的損傷を引き起こす可能性があります。

予防措置:

▶ 操作するときは、製品を保護してください。

注意

強風下での製品の使用

（特に機器を取り付けた場合では）不安定になり、転倒または落下する恐れがあります。
その結果、機器に接触・衝突する、機器とともに滑る、つまずく、または転倒する危険が
あり、頭部または身体に重篤な傷害を負うおそれがあります。

予防措置:

▶ 強風下では、三脚、ポール、スタッフ、または支柱などと組み合わせて本製品を使用
しないでください。

予告,注意

製品の落下、誤用、改変、長期間の保管、輸送

誤った測定結果に気をつけてください。

予防措置:

▶ マニュアルに従って定期的にテスト観測と現場での調整を行ってください。特に、本
製品を通常でない方法で使用した後や、重要な測定の前後には、必ずテスト観測を
行ってください。

1.6 レーザークラス

1.6.1 一般事項

以降の章では、国際規格 IEC 60825-1（2014-05）およびテクニカルレポート IEC TR
60825-14:2022 に従って、レーザーの安全性に関する指示とトレーニングについての情
報を提供します。この情報は、製品の取扱責任者、および実際に器械を使用する担当者
が、使用中の危険を予測・回避できるようにするものです。

☞ IEC TR 60825-14:2022 に従い、レーザークラス 1、クラス 2、およびクラス 3R
に分類される製品では、次の項目は不要です。
• レーザー安全監視員の参画
• 保護服およびメガネ
• レーザー作業エリアでの特別な警告サイン
上記は、眼に対する危険レベルが低いことから、このユーザーマニュアルで
定義されているとおりに製品を使用・操作する場合です。

☞ レーザーの安全基準について、IEC 60825-1（2014-05）および
IEC TR 60825-14:2022 より厳しい国内法や規制が定められていることがあり
ます。

一般事項
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1.6.2 スキャニングレーザー

器械に組み込まれたレーザは、回転ミラーから不可視のビームを照射します。

ここで説明するレーザー製品は、以下に準拠したレーザークラス  1 として分類されます。

• IEC 60825-1 (2014-05): 「レーザー製品の安全性」

これらの製品は通常考えられる適切な動作条件では安全であり、このマニュアルに従っ
て製品を使用・保守している場合、レーザー光線が目に入っても危険はありません。

説明 RTC300/RTC500/RTC700

波長 1550 nm

最大パルスエネルギー 2.4 µJ

パルス幅 0.5 ns

最大パルス繰り返し周波数（PRF） 2 MH ｚ

ビーム発散角（1/e2、全角） 0.5 mrad

ミラー回転周期 100 Hz

最小ベース回転速度 0.08 mHz

RTC300/RTC500/RTC700

IEC 60825-1（2014-05）に準拠したクラス 1 レーザー製品

60°

60°0°

0°

360°

360°

90° b

a

c

30984_002 

a レーザービーム
b 鉛直レーザースキャンエリア
c 水平レーザースキャンエリア

1.7 電磁障害の許容値 (EMC)

電磁障害の許容値とは、電磁気が放出、および静電気が放電している環境で、製品が
支障なく機能し、また他の機器を妨害しない能力を意味します。

注意

電磁波

電磁波は他の器械の障害になる可能性があります。

予防措置:

▶ バッテリー充電器は厳しい規定と規格に適合していますが、Leica Geosystems は他
の機器を妨害する可能性を完全には否定できません。

一般

ラベル表示

説明
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注意

他のメーカーのアクセサリーを使用して製品を使用する。例えば、フィールドコンピュー
タ、パーソナルコンピュータまたは他の電子機器、非標準のケーブルまたは外部バッテリ
－

これは、他の機器に障害を引き起こす可能性があります。

予防措置:

▶ Leica Geosystems が推奨する器械およびアクセサリのみを使用してください。

▶ 本製品と組み合わせる場合、他社製のアクセサリはガイドラインと基準で規定され
た厳格な要件を満たす必要があります。

▶ コンピューターや、双方向無線電話その他の電子製品を使用する場合はメーカーに
よって提供される電磁場適合性の情報に注意してください。

注意

強い電磁波。例えば、無線送信機、トランスポンダ、双方向無線機またはディーゼル発電
機の近くに配置

本製品はこの点で有効な厳しい規制と基準を満たしていますが、Leica Geosystems は
そうした電磁環境において製品のアイコン機能が妨げられる可能性を完全に排除するこ
とはできません。

予防措置:

▶ このような状況で得られた測定結果については、信頼性を確認してください。

注意

ケーブルの接続が正しくないことに起因する電磁波放射

製品にケーブルの一方の端のみを接続して使用すると、許容される水準を超える電磁波
が放出され、他の器械が正しく機能しなくなる可能性があります。例えば、外部電源ケー
ブルやインターフェイスケーブル。

予防措置:

▶ 製品の使用時に、製品と外部バッテリー、製品とコンピュータなどをケーブルで接続
する場合は、ケーブルの両端を接続してください。

警告

無線機またはデジタル携帯電話を接続した器械の使用

電磁界は、他の機器、設備、医療機器、例えばペースメーカや補聴器、航空機内で障害
を引き起こす可能性があります。電磁界は人間や動物にも影響を与えます。

予防措置:

▶ この製品はこの点で厳しい規制と基準を満たしていますが、Leica Geosystems は他
の機器へ影響する可能性や人間や動物に影響を与える可能性を完全に排除するこ
とはできません。

▶ 無線機やデジタル携帯電話を接続した器械を、ガソリンスタンドや化学施設、あるい
はそれ以外の爆発の危険がある場所の近くで使用しないでください。

▶ 無線機またはデジタル携帯電話を接続した器械を、医療機器の近くで使用しないで
ください。

▶ 航空機内で無線またはデジタル携帯電話装置を使用して製品を操作しないでくださ
い。

▶ 本製品を身体のすぐそばに置いたまま、無線またはデジタル携帯電話機器を使用
して長期間製品を操作しないでください。
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2 操作画面

2.1 電源ボタン

a

30987_001

 

a 電源ボタン

状態 電源ボタン 結果

オフ ボタンを約 1 秒押す。 器械の電源が入り、LED インジケータが
オレンジ色で点滅を開始します。

電源オン・使用
可能

ボタンを約 1 秒押す。 LED インジケータがオレンジ色に点滅し
始め、本器の電源が切れます。

オン ボタンを約 5 秒押す。 直ちに、 器械のスイッチがオフになりま
す。 強制終了

2.2 器械の状態

LED インジケータが緑色、黄色または赤色に点灯して器械の動作状態を示します。

LED インジケーター 状態

消灯

点灯

点滅

起動中

LED インジケーター 器械の状態

器械の電源はオフです。

電源ボタン

器械の状態

動作モード
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LED インジケーター 器械の状態

器械は、起動またはシャットダウン中です。

通常動作

LED インジケーター 器械の状態

器械は、正立または上下反転設置のいずれの場合でも、
±10°以内で設置され、使用可能な状態です。
傾斜補正精度： 3″.

器械は記録中です。

器械は移動中で、視覚慣性システム(VIS)が記録中を行ってい
ます。

回復不能なシステムエラーが発生しました。 ディスプレイに表示
される指示に従ってください。 必要であれば、器械を強制終了し
再起動してください。 状態が変わらない場合には、器械のサポ
ートに連絡してください。

ファームウェアの更新

LED インジケーター 器械の状態

ファームウェア更新が進行中です。

ファームウェアの更新に失敗しました。
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2.3 ディスプレイ

30988_001

d 

c 

b

a 

e

f

a ステータスバー
b トップバー
c データ取得時間
d スタートボタン
e スキャン設定
f ジョブバー

ディスプレイの概要
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3 操作

3.1 システムの説明

3.1.1 梱包 / 開梱

31043_001

器械をコンテナから取り出す際
は、左右のサイドカバー部を握
り、持ち上げてください。

☞ 器械は重い（約 6 kg）ので、取り扱いには十分ご注意ください。

3.1.2 コンテナの同梱品

h

g

f

e 

d

c

b

a

31044_001

a RTC レーザースキャナー
b GEB461 リチウムイオン

バッテリー
c GKL341 マルチチャージ

ャープロフェッショナル
5000

d RTC レインカバー
e RTC クイックガイド
f 整準盤 1)

g GAD120 整準盤アダプタ

ー 1)

h RTC/インレイ用 GVP780
輸送コンテナ

梱包および開梱

同梱品

1) オプション
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3.1.3 バックパックの内容

31045_001

d

c

b

a

 

a RTC レーザースキャナー
b GVP781 バックパック
c GEB461 リチウムイオン

バッテリー
d GST80 軽量三脚

3.1.4 ハードシェルバックパック収納物

31046_002

d

c

b

a

 

a RTC レーザースキャナー
b GVP782 ハードシェルバ

ックパック
c GEB461 リチウムイオン

バッテリー
d GST80 軽量三脚

バックパック収納物

ハードシェルバックパック
収納物
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3.1.5 器械のコンポーネント

31047_001

o

n

ml

k

j

i

g

h

e

f

d

c

b

b

a

a

a

a a VIS 用カメラ
b HDR カメラ
c USB-C スロット
d LED インジケーター
e クイックリリースレバー
f ハンドル
g バッテリー収納部
h 回転ミラー/レーザー開口部
i タッチスクリーン
j 電源ボタン
k 換気 スロット
l 電源用ソケット（5 ピン、メス）
m イーサネット用ソケット（8 ピン、メ

ス）
n クイックリリースマウント
o 内蔵スピーカー

3.1.6 システムの構成

31048_001

d

 c

 b

a

a RTC レーザースキャナー
b GEB461 リチウムイオンバッテリー
c GST80 軽量三脚
d RTC およびアクセサリー用

GVP780 輸送コンテナ

器械
構成

システム構成
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3.1.7 システムコンセプト

3.1.7.1 電源構成

器械を正常に動作させるために、Leica Geosystems が推奨するバッテリー、充電器、ア
クセサリーを使用してください。

モデル 電源仕様

全ての器械 GEB461 バッテリーによる内部電源、
または GEV282 AC 電源による外部電源（屋内使
用専用）。

3.1.7.2 データ保存構成

データは内蔵 SSD に保存されます。 ストレージ容量は 512 GB です。

データは USB-C (USB 3.2 Gen2) インターフェースを備えた外部ドライブを使用して、外
部コンピュータにデータを転送するか、Cyclone FIELD 360 アプリを使用してクラウドにア
ップロードしてください。

器械で取得したすべてのデータと遠隔操作用タブレットのフィールドアプリで作成された
すべてのメタデータは、内部 SSD に保存されます。

タイプ 説明

データ スキャン、画像、方向

メタデータ 合成、タグ、画像

3.2 器械のセットアップ

3.2.1 一般事項

器械は常に三脚に取り付けて使用します。 スキャニングシステムに指定された三脚を用
いれば、スキャン時に最大の安定性が得られます。

☞ 器械は必ず三脚に取り付けてください。 器械を直接地面に置いてスキャンを
行うことはできません。

☞ 器械を直射日光から保護するとともに、急激な温度変化にさらさないように、
常に注意してください。

3.2.2 専用三脚への設置

30989_001

6

5

4

3

2

1

3x

3x

3x

 

1. 三脚上部のロックを解除します。

一般事項

電源オプション

説明

データ転送

三脚の使用

器械の設置方法
（手順）
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2. ロックが最大位置で確実にかかるように、脚部を広げます。

3. ロックが確実にかかるように、脚部を所定の位置に戻します。

4. ロックねじを緩め、三脚の足を作業がしやすい長さに伸ばします。

☞ ロックねじを半回転分だけ緩めます。

5. 三脚にあるすべてのロックネジをしっかりと締めます。

☞ 軟弱地盤などで使用する際は、三脚脚部下端のゴムキャップを外して石突き
を使用してください。

☞ 滑りやすい地面では石突きを使用しないでください。

6. クイックリリースマウントに器械を置き、固定します。

3.2.3 測量用三脚への設置

30990_001

4

3

2
2

1
1

1

 

1. 三脚脚部を伸ばし、作業しやすい高さに調整します。 三脚プレートが概ね水
平になるように調整してください。

2. 三脚の上に整準盤を載せ、定心棹で固定します。

3. GAD120 整準盤アダプターを整準盤に載せ、整準盤のロックノブで確実に固
定します。

4. クイックリリースマウントに器械を置き、固定します。

1. 楽な姿勢で作業できる高さまで三脚を伸ばし、ロックネジを締めます。

☞ 地面に示された基準点の上に三脚を概ね位置決めし、可能な限
り中心が合うように設置してください。

2. 三脚の上に整準盤を載せ、定心棹で固定します。

3. GAD120 整準盤アダプターを整準盤に載せ、整準盤のロックノブで固定しま
す。

4. クイックリリースマウントに器械を置き、固定します。

5. 電源ボタンを押して、器械をオンにします。

6. 三脚の脚を動かします。 整準盤の脚ネジを操作し、光学水準器の十字線を
地上の基準点の中心に合わせることで、器械を基準点の真上に正確に求心
します。

器械の設置方法
（手順）

光学整準器を使用した設
置方法
（手順）

操作 23



7. 整準盤にある円形気泡菅を見ながら三脚の脚部の長さを調整し、水平に合
わせます。

8. 電子気泡菅（設定、電子気泡菅）を使用します。

☞ 整準盤の整準ネジを回して、機器を正確に水平に調整します。

9. 三脚プレート上で整準盤を動かし、器械を基準点の真上に正確に求心しま
す。

10. 必要な精度が得られるまで手順 8.および 9.を繰り返します。

1. 光学整準器を使用した設置方法（手順）の手順を厳密に実施され、器械の求
心および整準が正しく行われていることを確認してください。

2. 整準ネジのいずれかのカバーに、GHT196 距離ホルダーを取り付けます。

☞ ホルダーが正しく取り付けられていることを確認してください。正し
く取り付けられている場合は、「カチッ」という音と手応えがありま
す。

3. 測定タンを開き、GHM007 の巻き尺を少し引き出します。

4. GHM007 を GHT196 の距離ホルダーに差し込みます。

5. 巻尺の本体を地面の基準点の方向へスライドさせ、測定タンの先端が基準点
に触れるまで巻尺を引き出します。

☞ 巻尺がたるまない様に張力をかけ、必要に応じてクランプで固定
してください。

6. GHM007 の読み取り窓にある赤い目盛りで、器械高（基準点上の傾斜軸高）
を直接読み取ってください。

☞ この例では 1.627 m となっています。

6
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器械高測定方法
（手順）

24 操作



3.2.4 逆さまの取り付け

31859_002
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1. GAD132 アダプターを支持面（天井）に確実に取り付けてください。

2. 器械を GAD132 アダプターに取り付け、ロックレバーを確実に閉じて固定しま
す。

3. ロックレバーを閉じたまま、2 mm 六角レンチで反時計回りにロックねじを回
し、トルクを上げます。
ロックレバーが動くかどうか慎重に確認してください。ただし、絶対にレバーを
解除しないでください。

30991_001

6655

44

3.23.2

3.13.122

11

1. GAD132 アダプターを支持面（天井）に確実に取り付けてください。

2. 上下反転設置用カバーキャップを GAD132 アダプターの上からスライドさせ
て取り付けます。

3. 器械を GAD132 アダプターに取り付け、ロックレバーを締めて固定します。

上下反転設置の方法
（手順）

GSK5 保護カバーを使う上
下反転設置の方法
（手順）
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4. ロックレバーを閉じたまま、2 mm 六角レンチで反時計回りにロックねじを回
し、トルクを上げます。
ロックレバーが動くかどうか慎重に確認してください。ただし、絶対にレバーを
解除しないでください。

5. 器械上部で、逆さ取り付け用カバーシェルの 2 パーツを組み合わせます。 2
つのパーツは磁石で固定されます。

6. 逆さ取り付け用カバーキャップを、逆さ取り付け用カバーシェルの上部に可能
な限り深くはめ込んでください。

☞ これにより、RTC300/RTC500/RTC700 を逆さ取り付けした際、IP55 の保護
等級が確保されます。 詳細は、IP 等級を参照してください。

警告

横向き・上下反転での設置について

本製品を傾けて、または天井などに逆さまに取り付けた場合、ロッキングレバーが意図
せず解除され、機器が落下し重大な傷害を引き起こすおそれがあります。

予防措置:

▶ 横向きまたは上下反転の取り付けには、必ず GAD132 アダプターをご使用くださ
い。

▶ ロッキングスクリューを反時計回りに回し、ロッキングレバーが確実に固定されてい
ることを確認してください ロックレバーが動かなければ、機器は固定されています。
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3.3 電源

充電ステーションの詳細については、『GKL341 ユーザーマニュアル』を参照してくださ
い。

3.3.1 バッテリー

• バッテリーは、最低限の充電残量またはスリープモードで出荷しているので、初回使
用前に必ず充電してください。

• 充電の許容温度範囲は、0 °C ～ +50 °C/+32 °F ～ +122 °F です。 最適な充
電を行う為、可能であれば周囲温度が +10 °C ～+20 °C/+50 °F ～ +68 °F の
環境でバッテリーを充電することを推奨します。

• 充電中にバッテリーが温かくなる事がりますが、これは正常な動作です。
Leica Geosystems が推奨する充電器を使用している場合でも、バッテリーの温度が
高く過ぎると充電が行われません。

• 新しいバッテリまたは長期間（3 か月 以上）保管されたバッテリの場合は、放電/充
電サイクルを実施すると効果的です

• リチウムイオンバッテリでは、放電/充電サイクルは 1 回で十分です。充電器上また
は Leica Geosystems 製品上に表示されるバッテリ容量と実際の容量が大きく異な
る場合、充電/放電サイクルの実施をお勧めします。

• バッテリーは −20 °C ～ +60 °C/−4  ～ +140 °F の温度範囲で使用できます。

• 動作温度が低いと本来の容量を発揮できず, 動作温度が高いとバッテリーの寿命が
短くなる傾向があります

☞

初回使用/
バッテリーの充電

動作/放電
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3.3.2 バッテリーの交換

予告,注意

バッテリーは、ホットスワップ可能です。データ取得には、バッテリー収納部に 2 つのバッ
テリーを挿入する必要がありますバッテリーを 1 つしか挿入していない時は、器械がシャ
ットダウンしません。

☞ 消費電力が高いため、GEB461 バッテリーのみ使用可能です。

☞ LED インジケーターの横にあるバッテリーボタンを押して、GEB461 バッテリー
の充電状態を確認してください。

30993_002
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1. バッテリー収納部を開きます。

2. バッテリー収納部中央にある上の赤いボタンを右に押して、左側のバッテリー
を取り外します。
バッテリー収納部中央にある下の赤いボタンを左に押して、右側のバッテリー
を取り外します。

3. バッテリー収納部へ新しいバッテリーを挿入します。

☞ バッテリー接点が内側を向いていることを確認してください。

4. バッテリー収納部を閉じます。

5. 器械の電源を入れて、起動プロセスを開始します。

☞ ホットスワップを行う際は、器械の電源を入れたまま、消耗したバッテリーを満
充電のバッテリー 2 つと順に交換してください。
1 つ目のバッテリーを交換してから、2 つ目のバッテリーを取り外して交換してく
ださい。

交換式バッテリーの取り付
けと取り外し
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3.4 操作 - はじめに

1 2

30994_002
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1. 電源ボタンを押して、器械を起動します。

2. 器械は起動中です。 LED インジケーターがオレンジ色で点滅しています。

3. ユーザーインターフェイスが表示されれば、操作可能な状態です。
LED インジケーターは現在、緑色で点灯しています。

☞ システム記録中は、器械に触れたり、動かしたりしないでください。

Connect

1 2 3

30995_002
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1. 電源ボタンを押して、器械を起動します。

2. 器械は起動中です。 LED インジケーターがオレンジ色で点滅しています。

3. ユーザーインターフェイスが表示されれば、操作可能な状態です。
LED インジケーターは現在、緑色で点灯しています。

4. 携帯端末を、器械と接続します。

5. 記録を開始し、携帯端末とのデータ同期を行います。

6. 携帯端末上でのデータ処理を開始します。

1. 器械を起動し、ユーザーインターフェイスが表示されるまで待ちます。

2. 携帯端末で Cyclone FIELD 360 アプリを開き、「スキャナーに接続」をタップし
ます。

スタンドアロン操作方法
（手順）

携帯端末接続による操作
（手順）

携帯端末との接続方法
（手順）

操作 29



3. 「接続」の設定から RTC300/RTC500/RTC700 を選択します。

4. SSID フィールドにスキャナーのシリアル番号を入力します。

5. 「パスワード」フィールドにパスワードを入力し、「接続」をタップします。

☞ 器械の既定パスワードは、スキャナーの「接続」画面に表示されま
す。
器械の既定パスワードは他にも、バッテリー収納部のタイプラベ
ルに記載されています、例「123456789」。

30996_002

 

☞ あるいは、スキャナーの「接続」画面にある QR コードと、Cyclone FIELD 360
アプリの QR コードリーダーを使用して接続を確立する事も可能です。

☞ 詳しくは、アプリのヘルプメニューを参照してください。

3.5 イメージング

器械には、2 種類の画像センサーを搭載しています：
• 360°球面画像（HDR）取得用に校正されたカメラ
• 視覚慣性システム(VIS) 用に校正されたカメラ

30998_001

a b

30999_001

a HDR 撮影用カメラ：6 台
b 視覚慣性システム(VIS) 用カメラ：5 台

説明

イメージング
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3.6 スキャニング

3.6.1 環境条件

• 反射率の高い面 （研磨した金属、光沢塗装面）
• 吸収率の高い面 （黒色）
• 透明な面 （透明ガラス）

☞ このような表面には、スキャン前に必要に応じて着色あるいは粉末を散布しま
す。

• 雨、雪、霧などは計測したデータ品質に悪影響を与える可能性があります。 これら
の条件下での計測は特にご注意ください。

• 直射日光が当たる表面ではレンジノイズが増加するため、計測の不確実性が大きく
なります。

• 太陽光や強い照明を背にした対象物をスキャンすると、器械の光学受光部が強く眩
惑され、該当領域の測定データが取得できない事があります。

機器を低温環境（保管中など）から高温多湿の環境に移すと、ミラーや、極端な場合には
内部の光学系にも結露が生じることがあります。これが計測誤差の原因となる場合があ
ります。

☞ 予防措置：急激な温度変化を避け、機器を温度差に慣らす時間を十分にとっ
てください。

カプセル化された設計で、ミラーは外部接触から保護されています。ただし、回転ミラー
保護ガラスがほこり、結露、指紋などで汚れると、測定誤差の原因となる場合がありま
す。

3.6.2 オンボードコントロール

システムの起動プロセスが終了すると、スタート画面が表示されます。 スタート画面が表
示されると、器械はスキャン可能な状態になります。

a

b

c

d

e

f

31000_003

a ステータスバー
b トップバー
c データ取得時間
d スタートボタン
e スキャン設定
f ジョブバー

項目 説明

ステータスバー バッテリーの状態

スキャニングに不向きな表
面

悪天候下でのスキャン

スキャニング中の温度変
化

回転ミラー保護ガラスの汚
れ

スタート画面について
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項目 説明

バッテリー残量（SOC） 91%-100%

バッテリー残量（SOC） 61%-90%

バッテリー残量（SOC） 36%-60%

バッテリー残量（SOC） 10%-35%

バッテリー残量が危険なレベルです。

バッテリーが未装着

高傾斜精度

器械は、正立または上下反転設置のいずれの場合で
も、±10°以内で設置され、使用可能な状態です。
傾斜補正精度： 3″.

器械は、成立または上下反転方向で±10°以上傾いて

設置されています。 傾斜補正精度： 1′.

WLAN の状態

WLAN が有効です

WLAN が無効です

ストレージの状態

内蔵 SSD： 十分な空き容量があります（使用率 80 %未
満）

内蔵 SSD： 空き容量が少なくなっています（使用
率 80 %以上）

内蔵 SSD： 空き容量が危険レベルです（使用率 90 %
以上）

外部 USB ドライブが接続されています。
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項目 説明

トップバー

ジョブブラウザ

設定

データ取得時間 スキャン設定に応じたデータ取得時間を表示

スタートボタン
スタートボタンをクリックすると、指定したスキャン設定
に従ってスキャンと画像の取得が始まります。

スキャン設定

高速スキャン密度： 25 mm @10 m

低スキャン密度： 12 mm @10 m

中スキャン密度： 6 mm @10 m

高スキャン密度： 3 mm @10 m

詳細スキャン密度： 1.6 mm @10 m

HDR 画像撮影：有効

HDS 画像撮影：無効

ジョブバー

アクティブなスキャンジョブのサムネイル

アクティブなスキャンジョブの名称

アクティブなスキャンジョブの器械点数

メイン画面のジョブブラウザをタップすると、ジョブリストが開きます。 ジョブリストでは、新
規ジョブ作成や、既存ジョブの表示・管理を行えます。

項目 説明

ジョブリスト ＋ボタンをタップして、新規ジョブを作成します。 新規ジ
ョブには自動的に名前が付けられますが、コンテキスト
メニューから名称変更が可能です。

ジョブのコンテキストメニューを開くには、3 点ボタンをタ
ップします。

ジョブリストについて
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項目 説明

コンテキストメニューでは、対応す
る項目をタップして、ジョブに関す
る各種操作を行えます：
• アクティブなジョブに設定

☞

アクティブなジョブに設
定すると、新規作成さ
れるすべての器械点
がこのジョブに保存さ
れます

• ジョブの名称変更
• ジョブの削除
• 外部ストレージへ移動

☞
このオプションは、USB
ドライブが接続されて
いる場合にのみ利用
可能です。

複数選択ボタンをタップすると、選択した全ジョブに対し
て、3 点メニューから選択した操作を同時に実行できま
す。 外部ストレージへの移動と削除が利用可能です。

ジョブカードには、ジョブ名、器械
点数、およびアクティブジョブとして
設定されているかが表示されま
す。
ジョブリスト内のジョブカードをタッ
プすると、該当するジョブの確認・
レビューが可能です。

ジョブ画面

ジョブ画面では、単一のジョブの内
容をスクロールして確認が可能で
す。
ジョブ内の全器械点が一覧表示さ
れます。
ジョブ内の 3 点メニューをタップす
ると、ジョブリスト（上記参照）と同
じコンテキストメニューが開きま
す。
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項目 説明

器械点カードには、各器械点の概
要が表示されます。
器械点名、取得日、スキャン密
度、カラー設定、データサイズに加
え、スキャン数が表示されます。
フルドームスキャンに加え、オプシ
ョンのエリアスキャンもカウントされ
ます。
器械点カードの任意の場所をタッ
プすると、フルドームスキャンのス
キャンプレビューや、選択した器械
点用の 3 点メニューを含む、器械
点カードの拡大版が表示されま
す。

3.6.3 測量ワークフロー

測量ワークフローは、Cyclone FIELD 360 アプリから利用できます。

操作手順やチュートリアルについては、  Guided Workflows | CycloneFIELD360 をご覧く
ださい。

3.6.4 設定

設定画面では、詳細設定オプション、システム情報、およびデバイス管理機能にアクセス
できます。

31035_001

設定画面の主な機能：
• WLAN 設定の構成
• 内蔵ストレージを確認
• バッテリー状態の詳細確認
• 電子気泡菅を表示
設定 オプション:
• 一般設定
• メタデータ設定
その他のオプション：
• ファームウェアの更新
• 言語ファイルのアップロード・変更
• ログファイルの転送
• EULA（エンドユーザー使用許諾契約）のリセット
表示：
• 自己キャリブレーション状態
• システム情報
• 法的情報
• 規制情報
• 米国特許

説明

設定画面について
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3.6.4.1 主要機能

ディスプレイ 説明

 

タップして、使用する WLAN モードを選択します。
• 自動（デフォルトモード）：

2.4 GHz および 5 GHz のアクセスポイント（AP）の
両方が利用可能です。 携帯端末は、最適な
WLAN AP を自動的に選択します。
レーダー信号が検出された場合、5 GHz AP は一
時的に無効化され（約 1 分間）、接続を維持する
ために携帯端末は 2.4 GHz AP に切り替わりま
す。

• 5 GHz モード：
5 GHz の WLAN AP のみが利用可能です。
携帯端末の AP 間切り替えが不安定な場合に推
奨されます。
このモードでは、より高速なデータ転送が可能に
なります。

• 2.4 GHz モード：
2.4 GHz の WLAN AP のみが利用可能です。
携帯端末の AP 間切替が不安定な場合や、WLAN
接続が不安定な場合に推奨されます。
このモードでは携帯端末とスキャナー間の距離が
離れていても、より安定した接続が得られます。

WLAN 帯域に規制がある国で販売される場合、WLAN
モードの切り替え機能は無効化され、許可された帯域
のみがデフォルトで有効化されます。

ディスプレイ 説明

利用可能なストレージを確認。

ディスプレイ 説明

バッテリーの正確な充電状態を確認します。

ディスプレイ 説明

電子気泡菅の状態をリアルタイムで表示・モニターしま
す。

3.6.4.2 USB ドライブ接続時の機能

ディスプレイ 説明

1. ファームウェアファイルを USB ドライブのルートデ
ィレクトリにコピーします。

2. USB ドライブを器械に装着します。 USB ドライブを
接続すると、USB ドライブ操作用の機能が画面に
表示されます。

☞ この項目をタップして、ファームウェアのイン
ストール画面に進みます。

接続設定

ストレージ

バッテリー

電子気泡菅

ファームウェアをインストー
ル
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ディスプレイ 説明

1. インストールするファームウェアを選択し、ダウン
ロードボタンをタップします。

2. プロンプトが表示されたら、「Leica Geosystems ソ
フトウェア使用許諾契約書」に同意してください。

3. インストールが完了すると、器械は再起動されま
す。

☞

ファームウェアの更新には最大で 30 分程
かかる場合があります。
十分に充電されたバッテリーを使用する
か、または AC 電源と接続し作業を行ってく
ださい。 更新作業中は電源供給を中断しな
いでください。

ディスプレイ 説明

この項目をタップして、言語ファイルのインストール画
面に進みます。

インストールする言語を選択し、インストールボタンをタ
ップします。

電源ファイルのアップロー
ド
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ディスプレイ 説明

矢印をタップして利用できる言語を一覧から選択しま
す。
言語を追加する場合は、言語ファイルのアップロードツ
ールをご利用ください。 電源ファイルのアップロード を
参照してください

ライト / ダークテーマのいずれかを選択します。

トグルスイッチをタップして、サウンド通知の有効 / 無
効を切り替えます。

編集をタップしてタイムゾーンを選択します。

1. USB ドライブを器械に接続します。

2. ログファイル（*.logs）を USB ドライバーにエクスポ
ートするには転送をタップします。

☞
ログファイルの転送には 5 分程かかりま
す。 転送が完了後、メッセージが表示され
ます。

ディスプレイ 説明

トグルスイッチをタップして視覚慣性システム（VIS）を有
効にします。

トグルスイッチをタップして、スキャンプレビューの有
効 / 無効を切り替えます。 有効時は、各スキャン後に
プレビュー画像が表示されます。

トグルスイッチをタップして、傾斜モニターと傾斜補正の
有効 / 無効を切り替えます。
この機能を有効にすると、点群データが水平補正され
ます。 傾斜補正精度は、器械点の傾きによって異なり
ます：
• 器械が水平（±10°）に設置（正立または上下反

転）されている場合、補正精度は 3″
• 器械が 10°以上傾いている場合、精度は 1′
これは画面のステータスフィールドのアイコンによって
示されます。
3.6.2 オンボードコントロールを参照してください。
さらに、スキャナーの傾きの変化や、外部からの力・衝
撃が検知された場合、ユーザーに通知されます。

☞

この設定は、器械の起動後毎回デフォルト
で有効となります。 船舶や海上プラットフォ
ームなどの移動体上でスキャナーを使用す
る場合にのみ傾斜モニター機能を無効にし
てください。

☞ 設定を無効にした場合、測定された傾斜値
は保存されません。

一般

データ取得
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ディスプレイ 説明

トグルスイッチをタップして、器械点メタデータ内への
GNSS 位置データ保存の有効 / 無効を切り替えます。

ディスプレイ 説明

最高のデータ品質を確保するため必要に応じて、デー
タ取得ワークフロー中に器械は自動的に自己キャリブ
レーションを実行します。 キャリブレーションは、適切な
環境条件が検出された場合にのみ実行されます。 ユ
ーザーによる操作は不要です。
器械の状態を確認するには、自己キャリブレーションメ
ニューを開いてください。

ディスプレイ 説明

この項目をタップして、システム情報を表示します。

転送をタップすると、ユーザーマニュアルが USB デバ
イスにダウンロードされます（USB デバイスの接続が必
要です）。

リセットをタップすると、使用許諾契約（EULA）がリセッ
トされます。

☞
次回起動時に使用許諾契約（EULA）が表
示されます。器械の使用前に同意する必要
があります。

この項目をタップして、法的情報を表示します。

この項目をタップして、規制情報を表示します。

この項目をタップして、米国の特許情報を表示します。

3.6.5 トラブルシューティング

問題 考えられる原因 対処法

取得したスキャンデータ
にデータ欠損部があ
る。

回転ミラー保護ガラスの埃、
破片、指紋。

クリーニングクロスで清掃し
ます。

メタデータ

自己キャリブレーション機
能

システム情報

ベーシックトラブルシューテ
ィング
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問題 考えられる原因 推奨される対処法

電源投入時またはスキ
ャン開始時に、システム
が自動的にシャットダウ
ンする。

バッテリー残量が不足して
います。

バッテリーを再充電するか
交換してください。

完全に充電されている
にも関わらず、電源投
入時またはスキャン開
始時にシステムが自動
的にシャットダウンす
る。

バッテリー充電器に不具合
があります。

バッテリー充電器の動作を
確認してください。 バッテリ
ー充電器に表示される充電
状態と、バッテリーのインジ
ケーター表示を比較してくだ
さい。

交換式バッテリーが充電さ
れなくなっている。

耐用年数が経過すると、交
換式バッテリーは容量の大
部分を失います。 その場合
はバッテリーの交換が必要
です。

器械に関して不具合等などございましたら、スキャナーのログファイルをサポート担当ま
でお送りください。

• アメリカ
hds.support@leicaus.com

• 南米
suporte@leica-geosystems.com.br

• ヨーロッパ、中東、アフリカ向け：
euro-support@hds.leica-geosystems.com

• アジア
asia-support@hds.leica-geosystems.com

☞ 設定画面の転送コマンドで、ログファイルは USB スティックに転送できます。

3.6.6 視野 （FoV）

a

60°

60°0°

0°

360°

360°

90°

aaaaaa

a

b

31036_001

a 鉛直方向：
300°

b 水平方向：
360°

高度なトラブルシューティン
グ

トラブルシューティング
サポート担当

レーザースキャン -
視野角
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3.7 データ転送

a

31037_001

a 器械から携帯端末へ、プレビューおよび全データを転送します。 3.4 操作 - は
じめに を参照してください

☞ Cyclone FIELD 360 アプリを使うと、データをクラウドに転送することも可能
です。

説明

操作 41



4 取り扱いと輸送

4.1 輸送

現場で器械を持ち運ぶ場合は、以下の事項を必ず守ってください：
• 輸送コンテナーに入れて運搬するか、
• オプションのバックパックのいずれかに収納して運ぶか、
• 器械本体のハンドルを持って運ぶか（三脚に取り付けられていない場合のみ）、
• または器械を取り付けた状態で、三脚の脚部を開いて肩にかけ、正立状態を出来る

だけ保って運搬する。

車で輸送する場合は、器械をそのまま車両に載せないでください。車の振動で器械が損
傷を受ける可能性があります。器械は必ずケースに入れて、固定して輸送してください。

器械を列車、航空機、船舶などで輸送する場合は、オリジナルの Leica Geosystems 梱
包セット、コンテナ、およびダンボール箱、または同等品を必ず使用して、衝撃と振動から
器械を保護してください。

バッテリーの持ち運び、発送時には、製品管理者は、摘要される国、国際ルールや規則
に従うように事項を確認しなければなりません。 運搬または出荷にあたっては、お近くの
運送会社にご相談ください。

4.2 自己キャリブレーション

高度なソフトウェアアルゴリズムが適切な環境を検知し、必要に応じてバックグラウンドで
自動的に自己キャリブレーションを行います。

設定の自己キャリブレーションタブで器械の状態を確認してください。

4.3 保管

器械を保管する場合、特に夏期に自動車の中に保管する場合は、保管中の温度に注意
してください。温度の範囲については、5.5 環境条件を参照してください。

• 保管温度の範囲については、 5.5 環境条件 を参照してください
• バッテリーは、器械および充電器から外して保管してください
• 保管後に使用する場合は、再充電をしてください
• バッテリーは水濡れおよび湿気から保護してください。水で濡れたバッテリーは、乾

燥後に保管または使用してください

• バッテリーの自然放電を最小にするために、乾燥環境下、0 °C ～ +30 °C/
+32 °F ～ +86 °F での保存をお薦めします。

• 推奨温度範囲で保管すると、バッテリーは充電率 40%～50%の状態を最長 1 年間に
わたり保つことができます。期間を過ぎた場合は、バッテリーの再充電が必要です。

• 充電器と AC / DC 電源は、過度の汚れ、埃、汚染物質から遠ざけてください
• 製品を開梱した後、充電器が損傷していないか目視で検査してください
• メンテナンスまたはクリーニングを試みる前に、必ず製品をコンセントから外してくだ

さい

4.4 清掃と乾燥

• ガラス面や回転ミラー保護ガラスに指で触れないでください。
• 清掃するときは、必ず清潔で柔らかな毛羽立っていない布を使用してください。必要

に応じて、布を水または高純度アルコールで湿らせて使用してください。それ以外の
液体は決して使用しないでください。 ポリマー材を使用している部分が破損する恐
れがあります。

現場での輸送

車両による運搬

輸送

バッテリーの出荷、運搬

☞

RTC300/RTC500/RTC700

リチウムイオンバッテリー

充電器と AC/DC 電源ボッ
クス

製品とアクセサリーのハウ
ジングパーツ
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器械、バックパック、輸送用コンテナ、フォームインサート、および付属品は、40 °C /
104 °F 以下の温度で乾燥させ、清掃してください。 バッテリーカバーを開き、バッテリー
収納部を乾かします。 すべての部品が完全に乾くまで、収納しないでください。 屋外で
使用する場合には、必ずコンテナーやバックパックを閉じてから作業を開始してください。

 

清掃には必ず清潔で柔らかく、糸くずの出ない布を使用してください。

プラグは清潔にして、決して濡らさないでください。接続ケーブルのプラグに入った埃は
吹き飛ばしてください。

4.5 ガラス清掃手順

スキャナーのミラーとカメラレンズは清潔に保ってください。必ずこの章の説明に従って、
スキャナーのウィンドウを清掃してください。

注意

器械の損傷

電源が入った状態で器械を清掃すると、器械やバッテリーが損傷するおそれがありま
す。

予防措置:

▶ 清掃前には器械の電源を切り、バッテリーを取外してください。

エアダスター（UltraJet®2000 ガスダスター、UltraJet®圧縮炭酸ガスダスターなど）を使
用してスキャナーガラスの表面に付着した埃を除去してください。

☞ 埃は絶対にこすり落とさないでください。ガラスに傷がついて特殊光学コーティ
ングが損傷する恐れがあります。

ガラスウィンドウの汚れは極端な計測誤差の原因となり、データが使用できなくなります。

☞ ガラスウィンドウ表面に見られる付着の避けられない小さな埃以外のすべての
汚れは除去してください。

ガラスクリーニングでは、システムに付属している Leica クリーニングティッシュをお勧め
します。

推奨のクリーニングクロスでガラス面を定期的に清掃：

• 機器の電源をオフにして、バッテリーを取り外します
• 洗浄ティッシュに油が付かないようにするために、手洗いが必要です。
• 指の油がガラスに付かないようにするために、手袋を使用した方が良いです。
• 必ず、Leica クリーニングティッシュだけを使用してください
• バックライトを当てて汚れが確認できる場合は、上記手順を繰り返します
• 空気圧動力システムからの空気は使用しないでください。常にわずかに油分を含ん

でいるためです！

• レンズに付着したほこりは、ブロワーで吹き飛ばしてください。

• ガラス部分に決して指で触れないでください。

タッチスクリーンの清掃：

• 清掃には必ず清潔で柔らかく、糸くずの出ない布を使用してください。

濡れた / 湿った製品

充電器と AC/DC 電源ボッ
クス

ケーブルとプラグ

一般事項

光学面の埃

光学面の清掃

本体および 付属品
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☞ タッチスクリーンには薄い感圧フィルムが貼ってあります。 このフィルムは、清
掃時に洗剤を使うなどすると、簡単に破損する恐れがあります。

4.6 メンテナンス

製品の検査は、必ず Leica Geosystems 認定サービスセンターで行ってください。
Leica Geosystems は 12 カ月ごとに製品を検査することを推奨しています。

☞
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5 テクニカルデータ

5.1 製品の一般的な技術仕様

機能 構成

内部ストレージ 512 GB 内蔵 SSD

通信 内蔵 802.11 a/b/g/n/ac/ax WLAN（2×2 MIMO）

器械には 6 つの HDR デジタルカメラが内蔵されています。

カメラデータ 値

タイプ カラーセンサー、固定焦点

単画像 有効画素数 12MP（1200 万画素）、アスペクト比 4:3

色深度 12 ビット RGB

フルドーム 36 枚の画像を自動的に空間補正し、432 Mpx の RAW デー
タを生成
360° × 300°
3 mm 密度の点群で 174 Mpx

ホワイトバランス 自動

HDR 自動、5 ブラケット、ダイナミックレンジ約 16 ストップ、8 ビッ
ト RGB にトーンマッピング

最小距離 0.5 m

RTC は、現場での自動合成を可能にする様々な統合センサーを備えたマルチセンサー
システムです。

センサー 説明

視覚慣性システム
VIS

直前の器械点と比較してスキャナ位置の動きをリアルタイムで
追跡するビデオ拡張慣性測定システム。

傾斜 IMU に基づく。

 高傾斜精度：
器械は、正立または上下反転設置のいずれの場合でも、
±10°以内で設置され、使用可能な状態です。
傾斜補正精度： 3″.

 任意の傾斜精度：
器械は、成立または上下反転方向で±10°以上傾いて設置され

ています。
傾斜補正精度： 1′.

GNSS 器械の位置を算出するための内蔵 GNSS 受信機。

ストレージと通信

内蔵 HDR カメラ

追加内蔵センサー
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5.2 システム性能

☞ すべての精度仕様は、測定の不確かさの表現に関するガイド（JCGM100：
2008）に基づき、信頼水準 68%出来ていされています。

単一測定の角度精度

精度 （水平/鉛直）

10″/10″ RTC300/RTC500/RTC700 の場合

範囲

最小測定距離は 0.5 m です。

タイプ 最大測定距離と最小アルベド（反射率）

 85 m 130 m 270 m

RTC300 3.5% n/a n/a

RTC500 3.5% 8% n/a

RTC700 3.5% 8% 32%

速度

精度 （水平/鉛直）

RTC300 1 000 000 点 / 秒

RTC500 / RTC700 2 000 000 点 / 秒

単一測定における 3 D 点精度 [mm]

アルベド 距離 [m]

5 10 20 25 40 50 60

白色 89% 1.3 1.5 2.0 2.3 3.2 3.8 4.5

灰色 21% 1.3 1.6 2.1 2.4 3.4 4.1 4.8

黒色 8% 1.4 2.5 3.9 4.5 6.6 8.0 9.4

5.3 レーザーシステム性能

本スキャニングシステムは、高速なタイムオブフライト方式のユニットであり、Waveform
Digitising (WFD) 技術により強化され、最大スキャン速度 2 000 000 点 / 秒のスキャンレ
ートを実現しています。

レーザーユニット：

スキャニングレーザー 値

等級 レーザークラス 1
IEC 60825-1(2014-05)に準拠

波長 1550 nm (不可視)

範囲：

スキャニングデータ 値

ビーム拡がり角 0.5 mrad（1/e2、全角）

前面ウィンドウにおける
ビーム径

6 mm (1/e2)

最小測定距離 0.3 m

最大測定距離 270 m @ 32% アルベド

距離精度 1.2 mm +10 ppm、0.5 m～270 m

システム性能と精度

レーザースキャニング
システムデータ
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単一測定のレンジノイズ [mm]：

アルベド 距離 [m]

5 10 20 25 40 50 60

白色 89% 0.2 0.2 0.3 0.3 0.3 0.4 0.4

灰色 21% 0.2 0.2 0.3 0.3 0.4 0.5 0.6

黒色 8% 0.2 0.2 0.3 0.4 0.8 1.1 1.4

視野角（１スキャンあたり）：

視野角 値

選択 フルドームおよびエリア 2) スキャン。

水平 360°

鉛直 300°

スキャニング光学系 水平回転ベース上の鉛直回転ミラー

各設定のスキャン時間：

点密度モード スキャン密度
[mm @ 10 m]

フルドームスキャンの推定所要時間 [分：
秒]

RTC500 / RTC700 RTC300

高速 25 00:13 00:26

低 12 00:26 00:51

中 6 00:51 01:42

高 3 01:42 03:24

詳細 3) 1.6 06:48  

詳細 + 4) 0.8 最大： 06:48  

画像取得時間：

カメラタイプ 推定画像取得時間 [分：秒]

HDR 00:30

各設定における推定スキャンサイズ：

点密度モード 推定スキャンサイズ
[点 Hz × V]

色なしスキャン[MB] 色付きスキャン
[MB]

高速 2542 × 1041 11 93

低 5084 × 2083 39 121

中 10 168 × 4166 147 230

高 20 334 × 8333 554 640

詳細 3) 40 668 × 16 666 2188 2267

詳細 + 4) 10 000 × 33 333 1076 –

2) RTC700 のみ、Cyclone FIELD 360 アプリと組み合わせて使用します。

3) RTC700 のみ

4) RTC700 のエリアスキャンのみ、Cyclone FIELD 360 アプリと組み合わせて使用しま
す。
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5.4 電気系

電源：

交換式バッテリー

動作には 2 つの交換式 GEB461 バッテリーが必要です。

消費電力：

器械

最大 120 W

供給 値

タイプ リチウムイオン

電圧 10.8 V

容量 6.7 Ah

交換式
バッテリー

値

動作時間 1 バッテリーセットあたり最大 60 器械点（標準的な連続使
用条件）：
• 室温、
• 中密度設定、画像取得と、
• VIS 有効化。

充電時間 GKL341 充電器での標準充電時間は室温で 4-8 時間で
す。
• 1-2 バッテリー： 約 4 時間
• 3-4 バッテリー： 約 8 時間

モード 値

入力 100-240 V AC, 50-60 Hz, 2.0 A

出力 24 V DC, 6.25 A, 150 W

5.4.1 レモ部品のピンアサイメント

コネクタ ピン 名称  

Lemo1、 8 ピン（メス）

010743_001

1

2

3

4 5

6

7

8

1
2
3
4
5
6
7
8

D2+
D2−
D1+
D4+
D4−
D1−
D3+
D3−

 

RTC 電源および消費電力

GEB461 交換式バッテリー

バッテリーの動作時間と充
電時間

GEV282 AC/DC 電源

Ethernet ポート
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コネクタ ピン 名称 機能

Lemo1、 5 ピン（メス）

010744_001

1

2

3

5

4

1
2
3
4
5

PWR_IN
NC
GND
GND
PWR_IN

電源入力、 24 V
接続禁止
接地（GND)
接地（GND)
電源入力、 24 V

5.5 環境条件

温度

タイプ 動作 温度（℃） 保管 温度（℃）

RTC300/RTC500/
RTC700

−20 ～ +50 −40 ～ +70

GEB461 バッテリー 充電：
0 ～ +50
放電：

−20 ～ +60

−40 ～ +70

GEV282 AC/DC 電源 −10 ～ +40 −30 ～ +80

防水・防塵・防砂性能

タイプ IP 等級

RTC300/RTC500/
RTC700

IP55 (IEC60529)、正立状態 ±15°
• 防塵
• あらゆる方向からの低圧水噴流に対する保護

IP55 (IEC 60529)、
上下反転設置 ±15°（GSK5 保護カバー装着時）
• 防塵
• あらゆる方向からの低圧水噴流に対する保護

IP54 (IEC 60529)、
上下反転設置 ±15°（GSK5 保護カバー未装着時）
• 防塵
• あらゆる方向からの水の飛まつに対する保護

IP51 (IEC60529)、あらゆる設置姿勢で
• 防塵
• 水滴に対する保護

GEB461 バッテリー IP54 (IEC 60529)
• 防塵
• あらゆる方向からの水の飛まつに対する保護

GEV282 AC/DC 電源 屋内や車両内など乾燥した環境でのみ使用してください。

汚染度

タイプ 汚染度

RTC300/RTC500/
RTC700/GEB461 バッ
テリー

4
屋内および屋外で使用する電気機器。

GEV282 2
オフィス環境用電気機器。

電源供給ポート

環境仕様
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湿度

タイプ 保護

RTC300/RTC500/
RTC700/GEB461 バッ
テリー
GEV282

最大 95%（結露なきこと）。

照明条件

タイプ 保護

RTC300/RTC500/
RTC700

明るい太陽光の下から完全な暗闇まで動作可能。

高度

タイプ 範囲

RTC300/RTC500/
RTC700/GEB461 バッ
テリー

0-5000 m (IEC 61010-1)
メーカーの仕様に基づき、制限なし。

GEV282 0-5000 m

音量レベル

タイプ 値

RTC300/RTC500/
RTC700

< 70 db(A)

5.6 寸法

パーツ 寸法 [mm]
(D × W × H)

寸法 [″]
(D × W × H)

RTC300/RTC500/RTC700
レーザースキャナー

121 × 240 × 254 4.8 × 9.4 × 10

GEV282 AC/DC 電源 74 × 176 × 40 2.9 × 6.9 × 1.6

GEB461 バッテリー 60 × 72 × 41 2.4 × 2.8 × 1.6

GVP780 輸送用コンテナ 257 × 537 × 383 10.1 × 21.1 × 15.1

GVP781 バックパック 250 × 350 × 430 9.8 × 13.8 × 16.9

GVP782 ハードシェルバックパック 230 × 400 × 550 9.0 × 15.8 × 21.6

パーツ 寸法 [mm]
（直径）

寸法 [″]
（直径）

GAD120 整準盤アダプター 104.5 × 81.2 4.1 × 3.2

GAD132 アダプター 104.5 × 55 4.1 × 2.2

GAD133 アダプター、GST 用 5/8″ 104.5 × 55 4.1 × 2.2

寸法
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RTC300/RTC500/RTC700 レーザースキャナー：

31049_002

2
5

4
 m

m

240 mm

1
5

4
.5

 m
m

121 mm  

GAD120 整準盤用アダプター：

16236_004

8
1
.2

Ø 104.5

4
1
.2

 

GAD132 フレキシブル取り付け用アダプター：

31053_002

3
2

 m
m

Ø 104.5 mm

5
5

 m
m

 

GAD133 アダプター、RTC を Leica 製測量用三脚の上部に取り付ける）：

31054_002

3
2

 m
m

5
5

 m
m

Ø 104.5 mm  
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GRT144 キャリア上の GZT21 Leica 白黒 4.5″ ターゲット：

0022961_001

19
6.

2 
m

m

60
 m

m
13

6.
2 

m
m

 

5.7 重量

パーツ 重量 [kg] 重量 [lbs]

RTC300/RTC500/RTC700 レーザース
キャナー

5.56 12.3

GEV282 AC/DC 電源 0.68 1.5

GEB461 バッテリー 0.34 0.7

GVP780 RTC 輸送用コンテナ（スキャナ
ー、付属品含まず）

3.70 8.2

GVP781 バックパック 1.80 4.0

GVP782 ハードシェルバックパック 4.10 9.0

GAD120 整準盤アダプター 0.43 0.9

GAD132 アダプター 1.10 2.4

GAD133 アダプター 0.60 1.3

5.8 付属品

標準付属品：

GVP780 RTC 輸送用コンテナ

GKL341 マルチチャージャープロフェッショナル 5000

GEB461 バッテリー、4×
RTC レインカバー

RTC クイックガイド

クリーニング布

GEB461 追加バッテリー

GEV282 AC/DC 電源装置

重量

同梱内容

追加
付属品
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GST80 RTC 軽量三脚

GAD120 RTC 整準盤アダプター

GAD132 フレキシブル取り付け用 RTC アダプター

GAD133 RTC を Leica 製測量用三脚に取り付けるアダプター

GVP781 RTC バックパック

GVP782 RTC ハードシェルバックパック

GSK5 RTC 用 上下反転設置 保護キット

サポートおよびハードウェアを含む Customer Care Products (CCP) の範囲
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5.9 各国規制への対応

5.9.1 ラべリング

31050_002 

 

29228_002

Operation is subject to the following two conditions:
(1) This device may not cause harmful interference,
and (2) This device must accept any interference

received, including interference that may cause
undesired operation.

R3C319
10.8 V 額定值

号型 :/  GEB461

3INR 19/66-2

MFD: XXXXX

P/N: 973449

Rated Capacity/额定容量: 6.7Ah 额定能量:72.36Wh
Limited Charging Voltage/ 12.6VDC充电限制电压:
Manufactured For: Leica Geosystems AG
CH-9435 Heerbrugg 生产日期 年 月 日: YYYY MM DD
Manufactured by Huizhou Longji Electronics Co., Ltd.

Rechargeable Li-ion Battery/                                    /二次锂离子电池组
Nominal Voltage :/标称电压

12A

R-41166979
www.bis.gov.in

Hexagon House, Michigan Drive,

Leica Geosystems GmbH Vertrieb
Parkring 3
85748 Garching
Germany
www.leica-geosystems.com
product.compliance.geo@hexagon.com

 

16773_002

 

5.9.2 GEB461, GKL341

ここに、Leica Geosystems AG は、製品 GEB461 および GKL341 が、適
用される欧州指令の必須要求事項並びにその他の関連既定に適合して
いる事を宣言します。
EU 適合宣言の全文は、
http://www.leica-geosystems.com/ce で参照することができます。

RTC300/RTC500/RTC700
ラベル表示

GEB461 ラベル表示

ラベル表示位置 GEV282

EU
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製品 GEB461 および GKL341 は、英国の電磁適合性規制に準拠しており、UKCA マーク
を表示する資格を有しています。 製造元である Leica Geosystems は、これらの製品が
試験されており、電磁波と電磁耐性に関する関連規格を満たしていることを宣言します。

FCC Part 15 B

このデバイスは FCC 規則の 15 章に対応します。操作は以下の 2 つの状況の影響を受
けます。

1. このデバイスが有害な干渉を引き起こさないこと。

2. このデバイスは、望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、 受信し
た干渉をすべて受け入れる必要があります。

FCC 規定の第 15 条に則ってテストを行った結果、この製品は、クラス B のデジタル装
置の制限内であることを確認しました。

これらの制限は、住宅での設置において、有害な干渉から互いの機器に合理的な保護
を提供するために設計されています。

本装置は、無線周波数エネルギーを発生、使用、放射する可能性があります、 説明書
に従って設置および使用されない場合、無線通信に有害な干渉を引き起こす可能性が
あります。

ただし、特定の設置場所において干渉が発生しないことを保証するものではありません。
本機器がラジオやテレビの受信に有害な干渉を引き起こす場合、本装置の電源を切った
り入れたりすることで判断できます。ユーザは、次の方法の 1 つまたは複数によって干渉
を回避してください。

• アンテナの向きや設置場所を変える。
• 設備と受信機の間隔をさらに空ける。
• 受信機を接続している回路とは別の回路コンセントに設備を接続する。
• ラジオ / テレビの販売店や技術者に相談する。

Responsible Party – U.S. Contact Information
Michael Harvey
Leica Geosystems, Inc.
10035 Via Colomba Cir #205
Fort Myers, FL 33966, USA
Tel.: (615) 585-0689
Email: michael.harvey@leicaus.com

準拠のために Leica Geosystems が明白に許可している以外の変更または改造をする
と、ユーザは装置を操作する権利を失う場合があります。

CAN ICES-003(B)/NMB-003(B)

他の国の規制への適合については、使用および操作の前に承認を受ける必要がありま
す。

5.9.3 RTC300/RTC500/RTC700

タイプ 周波数帯 [MHz] 最大出力
[dBm EIRP]

コメント

GNSS 1575.42
GPS L1、Galileo E1、
SBAS、QZSS、Beidou B1C

n/a  

1589.0625-1605.375
GLO G1

n/a  

UK

USA

カナダ

その他

周波数帯、出力電力
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タイプ 周波数帯 [MHz] 最大出力
[dBm EIRP]

コメント

1561.098
Beidou B1L

  

WLAN
2.4 GHz

2400–24835) 20 ヨーロッパ、オーストラリ
ア、ニュージーランド、日
本。
アクセスポイントは
2400‑2472 MHz に限定さ
れます。

 22 北米地域限定
（2400‑2472 MHz）

WLAN
5 GHz

5150–52505) 21 日本、カナダではアクセス
ポイントが無効化されて
います（屋内専用帯域）。

5250-53506) 21 EU、オーストラリア、ニュ
ージーランド、日本ではア
クセスポイントが無効化さ
れています（屋内専用帯
域）。

5470-57255)

（5600～5650 を除く）

23 5600-5650 MHz：
カナダ、オーストラリアで
は無効
5600～5650 MHz：
北米地域では無効なアク
セスポイント

5725–58355) 22 北米、オーストラリア、ニ
ュージーランド。
日本では無効化されてい
ます。

 14 ヨーロッパ
日本では無効化されてい
ます。

RF (Radio Frequency) 曝露要件を満たすために、本機器は、常に人体から 2020 cm 以
上離して使用／設置してください。

ここに、Leica Geosystems AG は、TLS1 無線機器の種類が指
令 2014/53/EU およびその他の該当する欧州指令に準拠していることを
宣言します。
EU 適合宣言の全文 は、次のインターネットアドレスで入手できます。
http://www.leica-geosystems.com/ce.

Leica Geosystems AG TLS1 t S.I. 2017 No. 1206 Radio Equipment Regulations 2017 こ
れにより、無線機器のタイプが該当する関連法的要件の規定に従っていることを宣言し
ます。

FCC ID を含む：XPYJODYW377
FCC Part 15 B/C

無線周波数曝露関して

EU

UK

USA

5) モード： アクセスポイント（AP）/ ステーション

6) モード： ステーション
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このデバイスは FCC 規則の 15 章に対応します。操作は以下の 2 つの状況の影響を受
けます。

1. このデバイスが有害な干渉を引き起こさないこと。

2. このデバイスは、望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、 受信し
た干渉をすべて受け入れる必要があります。

FCC 規定の第 15 条に則ってテストを行った結果、この製品は、クラス B のデジタル装
置の制限内であることを確認しました。

これらの制限は、住宅での設置において、有害な干渉から互いの機器に合理的な保護
を提供するために設計されています。

本装置は、無線周波数エネルギーを発生、使用、放射する可能性があります、 説明書
に従って設置および使用されない場合、無線通信に有害な干渉を引き起こす可能性が
あります。

ただし、特定の設置場所において干渉が発生しないことを保証するものではありません。
本機器がラジオやテレビの受信に有害な干渉を引き起こす場合、本装置の電源を切った
り入れたりすることで判断できます。ユーザは、次の方法の 1 つまたは複数によって干渉
を回避してください。

• アンテナの向きや設置場所を変える。
• 設備と受信機の間隔をさらに空ける。
• 受信機を接続している回路とは別の回路コンセントに設備を接続する。
• ラジオ / テレビの販売店や技術者に相談する。

Responsible Party – U.S. Contact Information
Michael Harvey
Leica Geosystems, Inc.
10035 Via Colomba Cir #205
Fort Myers, FL 33966, USA
Tel.: (615) 585-0689
Email: michael.harvey@leicaus.com

準拠のために Leica Geosystems が明白に許可している以外の変更または改造をする
と、ユーザは装置を操作する権利を失う場合があります。

CAN ICES-003(B)/NMB-003(B)
には IC が含まれます: 8595A-JODY377

カナダの適合性宣言の表示
このデバイスには、カナダのイノベーション科学経済開発省のライセンス免除 RSS に
準拠するライセンス免除送信機/受信機が含まれています。操作は以下の 2 つの状況
の影響を受けます。

1. このデバイスが干渉を引き起こさないこと

2. このデバイスは、デバイスの望ましくない動作の原因となる場合を含めて、干渉
を受け入れる必要があります

Canada Déclaration de Conformité
L’émetteur/récepteur exempt de licence contenu dans le présent appareil est
conforme aux CNR d’Innovation, Sciences et Développement économique Canada
applicables aux appareils radio exempts de licence. L’exploitation est autorisée aux
deux conditions suivantes:

1. L’appareil ne doit pas produire de brouillage

2. L’appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même si le
brouillage est susceptible d’en compromettre le fonctionnement du dispositif

• この機器は電波法と電気通信事業法に準拠しています。
• この機器を改造しないでください（改造すると認証番号が無効になります）。

カナダ

日本
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Complies with
IMDA Standards
ESER/26/3738

ER60903/26

United Arab Emirates

 

他の国の規制への適合については、使用および操作の前に承認を受ける必要がありま
す。

5.9.4 危険物規制

Leica Geosystems 製品の多くはリチウム電池から電力供給されます。

リチウム電池は特定の条件下では危険であり、安全上の問題を引き起こす可能性があ
ります。 特定の状況では、リチウム電池が過熱して発火する可能性があります。

☞ リチウム電池を含む Leica 器械を民間航空機に持ち込みまたは輸送する場合
は IATA Dangerous Goods Regulations を遵守してください。

☞ リチウム電池を使用する器械の「運搬方法」と「発送方法」に関するガイドライ
ンがあります。 Leica 器械を輸送する前に、ウェブページ(IATA Lithium 
Batteries)のガイドラインを参照し、IATA 危険 物 規定に準拠していることおよ
び Leica 器械が正しく輸送できるようにしてください。

☞ 損傷または欠陥のあるバッテリーは、いかなる航空機への持ち込みまたは輸
送も禁止されています。 したがって、バッテリーが輸送しても安全な状態であ
ることを確認してください。

シンガポール

UAE

その他

危険物規制
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6 ソフトウェア利用許諾契約/保証

この製品は、国際限定保証書（制限付）に記載されている条件および条項の対象となり
ます。国際保証書（制限付）は、Leica Geosystems のホームページ（Leica Warranty）から
ダウンロードするか、Leica Geosystems の代理店から入手できます。

本製品には、製品にプリインストールされたソフトウェア、データ記録媒体でユーザーに
配布されるソフトウェア、または Leica Geosystems の事前認証に基づいてユーザーがオ
ンラインでダウンロードできるソフトウェアが含まれます。 これらのソフトウェアは、著作権
およびその他の法規によって保護されており、その使用は Leica Geosystems のソフトウ
ェアライセンス契約によって定義、規定されています。ライセンス契約には「ライセンスの
範囲」、「保証」、「知的所有権」、「責任の範囲」、「その他の保証の除外」、「準拠法およ
び管轄裁判所」などの内容が含まれますが、これに限定されません。 使用者は、いかな
る場合でも Leica Geosystems のソフトウェアライセンス契約の条件および条項に完全に
従ってください。

この契約はすべての製品に添付して配布されると共に、Leica Geosystems
のホームページ（Hexagon − Legal Documents）にも掲載されています。また
Leica Geosystems の代理店から入手することもできます。

ソフトウェアのインストールまたは使用は、必ず Leica Geosystems のソフトウェアライセ
ンス契約の条件および条項を読み、同意した上で行って下さい。 ソフトウェアの全部また
はその一部でもインストールまたは使用した場合は、当該ライセンス契約のすべての条
件および条項に同意したものとみなされます。 当該ライセンス契約の条項の全部または
その一部に同意できない場合、このソフトウェアをダウンロード、インストール、または使
用することはできません。購入代金の全額払い戻しを受けるには、購入後 10 日以内に、
未使用のソフトウェアに添付マニュアルと購入時の領収書を添えて、製品を購入した代
理店に返品しなければなりません。

本製品のソフトウェアには、さまざまなオープン・ソース・ライセンスの下で使用が許可さ
れた、著作権が保護されているソフトウェアが含まれている場合があります。

該当するライセンスのコピーについて:
• 本製品とともに提供されます (例：ソフトウェアの著作権情報ウィンドウ内)。
•

http://opensource.leica-geosystems.com からダウンロードできます。

お客様は、当社のソフトウェアコンポーネントが GNU Lesser General Public License
(LGPL) に基づきライセンスされたライブラリにリンクされている場合、お客様自身の使用
のために当社のソフトウェア コンポーネントを変更し、そのような変更をデバッグするた
めに当社のソフトウェアコンポーネントのリバースエンジニアリングを行うことが許可され
ています。 ただし、リバースエンジニアリング中に取得した知識を第三者に転送したり、
改変したソフトウェアを第三者に転送したりすることは禁止されています。

この製品の安全性は当社にとって極めて重要です。

したがって、原則として、導入されたオープンソース ソフトウェアの改変バージョンは、使
用中のセキュリティ機能が当社によって削除された場合にのみインストールできます。
改変されたソフトウェアをインストールすると、製品の安全要件が満たされなくなり、結果
として、当初意図した通りに使用できなくなる可能性があることにご注意ください。

(LGPL)に基づいて利用許諾されたソフトウェア コンポーネントの改変バージョンをインス
トールしたい場合は、デバイスに独自のバージョンのソフトウェアをインストールしたい旨
を明記して、opensource@leica-geosystems.com にご連絡ください。それでも、GNU 一般
公衆利用許諾書 (GPL) および GNU 劣等一般公衆利用許諾書

その後、デバイスを当社に返却するために必要なすべての情報が届きます。

GPL および/または LGPL ライセンサーに対する当社のライセンス義務を遵守するため
に、当社は使用中のセキュリティ機能を削除し、それによって、お客様は GPL および/ま
たは LGPL ソフトウェアをインストールできるようになり、製品から当社の商標を削除し
て、製品をお客様に返却できます。 ただし、特定のコピーについては頒布権の消尽が生

国際限定保証書

ソフトウェアライセンス契約

オープンソースに関する情
報
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じないため、改変されたソフトウェアを含む製品の再頒布は許可されません。 また、法規
に違反した場合、製品の使用を禁止されることがあります。 特定のケースで使用が許可
されているかどうかを確認したり、必要な許可を得たりするのは、お客様の責任となりま
す。 改変されたソフトウェアの使用に関連する欠陥については保証は無効となります。

また、お客様は opensource@leica-geosystems.com に電子メールを送信することで、対
応する製品の最終出荷後 3 年間は、物理メディア (CD-ROM、DVD、または USB メモリ
スティック) で対応するソース コード一式を当社から入手することもできます。 ソースコー
ドを送付するアドレスを指定してください。 追加の製品情報（明示的な製品名、シリアル
番号など）は、対応するお客様のソースコードを識別するのに役立ちます。 ソースコード
は、データキャリアの提供と配送に実際に発生した費用を払い戻した後、指定された住
所に送信されます。
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